
安全パトロールを実施しました 

～平成30年度 全国安全週間～ 

茨城県内の平成30年の労働災害による死亡者数は13人となり、5月末現在で対前年比4人（44.4％）

増加、休業4日以上の労働災害についても大幅に増加するなど極めて憂慮すべき事態となっていま

す。中でも、建設業においては死亡者数が7人と前年同期と比較し大幅に増加（＋4件）している

状況にあります。 

 そこで、日立労働基準監督署では、平成30年7月5日（木）、全国安全週間にあわせ、建設現場

に対する署長パトロールを実施しました。 

 竹中・鈴縫・秋山・岡部特定建設工事共同企業体が施工する日立市新庁舎整備事業第二期工事現

場を、日立労働基準監督署長をはじめ、監督署職員が巡視し、説明を受けながら、安全な作業を実

施するための措置や熱中症予防に対する取り組み等の状況の確認を行いました。 

 

 現場作業員を前に、労働災害防止の徹底を要請する日立労働基準監督署長 


